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本学 は 、 開学時 よ り 教養課程 と 専門課程 の 区
分 を設 け な い で 4 年 あ る い は 6 年一貫教育 を 実
施 し て き た 。 平成 3 年、 大学設置基準が大綱化
さ れ、 各学部学科 は そ れぞれの教育理念 と 教育
目 標 に 基 づ い て 自 由 に 特色 あ る 一貫教育 カ リ
キ ュ ラ ム を編成で き る よ う に な っ た の で、 教養
教育 と 専門教育の連繋 を こ れ ま で以上 に 緊密 な
も の に し た 一貫教育カ リ キ ュ ラ ム を 編成 中 で あ
る 。
本学 は 、 医学及び薬学 を総合 し た 特色 あ る 教
育及び研究の機関 と し て 、 高度 の 知識 を授 け る
と と も に 、 時代 の 要請 と 地域社会 の 要望 に 応 え
う る 有為の人材 を育成 し 、 併せ て 、 医学、 薬学
の進展 と 社会の福祉 に 貢献す る こ と を 目 的 と し
て い る 。 医学部医学科 は 、 医師 と し て 、 ①豊か
で温かな人間性、 広 い視野 と 社会的使命感 を培
い、 ② 医 学 の 基本的知識、 技術、 態 度 を 体得
し 、 ③ 医 学 に 対 す る 全人格 的 関 心 と 生涯 に わ
た っ て 学習 を 継続 し て い く 習慣 を 養 う こ と を 教
育理念 と し て い る 。 医学部看護学科 は 幅広 い教
養 と 知識 を 身 に つ け た 資質 の 高 い 看護専門職の
養成、 さ ら に 国際社会 に お い て 十分 に 活躍 し う
る 高度 の専門的知識 を 身 に つ け た 人材の育成 を
教育 目 標 と し て い る 。 薬学部薬科学科の教育課
程の特色 は 、 教養教育 と 専門教育 を 有機的 に 結
ぶ、 4 年 間 の 一貫教育 を 実施 し て い る こ と に あ
る 。 ま た 、 薬学部 と 医学部及び和漢薬研究所か
ら な る 特色 あ る 国立大学 と し て 、 医薬共通の 科
目 を設 け る こ と に よ り 、 病態 と 疾患及び和漢薬
に対す る 知識 を 与 え る と と も に 、 医薬品 の 開発
への志向意欲 を 伸 ばす こ と を 目 指 し て い る 。 さ
ら に 、 教育効果 を 重視 し た 授業管理の 一環 と し
て 少人数教育の 充実 を 図 っ て い る 。
こ の よ う な 教育理念及 び教育 目 標 に 基づ い
て 、 リ ベ ラ ル ・ ア ー ツ と し て の 教養教育 の 重要
性 を 認識 し つ つ 、 教養教育 と 専門教育の連繋 を
よ り 緊密 な も の に し た カ リ キ ュ ラ ム の編成 を 目
指 し て い る 。 一方、 科学技術 の 進展 に対応で き
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る 専門性 と 総合性 を育成 す る た め の教養教育 を
目 指 し て い る 。
1 . 教 養 教 育
教養教育科 目 を 医学部医学科 と 看護学科 に お
い て は、 教養基礎科 目 と 教養基礎専門科 目 に 分
け 、 薬学部薬科学科 に お い て は教養 ・ 基礎科 目
と し て い る 。
1 ) 教養基礎科 目 は基盤的教育科 目 で、 ①専
門教育 に 役立つ も の と い う だ け で な く 、 成熟段
階 に 到達 し て い な い学生 に 、 限 ら れた 時間 内 で
学問の本質的部分 を伝達す る こ と 、 ②幅広 く 深
い教養、 総合的 な判断力、 豊か な人間性及び国
際社会 に対応で き る 能力 を有す る 人材 を 育成す
る こ と を 目 的 と し て い る 。 し た が っ て 、 個別 的
授業科 目 の枠 に と ら わ れ る こ と な く 、 学際的 な
視野や相互関連的知識 を与 え 、 現代社会が直面
す る 基本的な課題群 に 総合的 に対処 し う る 能力
を 画養す る こ と を 目 指 し て い る 。 従来の人文科
学系科 目 、 社会科学系科 目 、 外国語科 目 及 び保
健体育科 目 が こ れ に 当 た る 。 教養基礎専門科 目
は 、 専門教育の質的向上 を 図 る た め に 、 専門教
育の基礎 あ る い は 専門関連領域 を修得す る こ と
を 目 的 と し て い る 。 従来の 自 然科学系科 目 と 基
礎教育科 目 が こ れ に 当 た る 。
人文科学科 目 と 社会科学科 目 に つ い て は 、 こ
れ ら を 統合 し た 主題別科 目 を 導入 し 、 ま た 、 自
然科学科 目 及 び専門教育科 目 を も 一部取 り 入れ
る 形で、 総合科 目 を 導入 し て い る 。 さ ら に 、 少
人数教育 と し て 基礎セ ミ ナ ー を 導入 し て い る 。
主題別科 目 で は 、 従来の個別授業科 目 の羅列
を排す る こ と に よ り 、 各教員 の授業が、 そ れぞ
れの専攻分野の殻 に 閉 じ こ も り が ち に な る 欠点
を 克服で き 、 同時 に 、 各学科の教育 目 標 を 反映
さ せ る こ と がで き る 。 ま た 、 設定 さ れ た 現代的
な 主題 に 基づ い て 、 そ の 理解や探究 に 有効 な 方
法論 を習得 さ せ る と と も に 、 人類の文化 に対す
る 理解 と 広 い視野 を持て る よ う に し て い る 。 三
つ の基本主題、 歴史 と 文化、 人間 と 社会、 心 と
行動 を設 け て い る 。 ま た 、 周 辺領域 の授業科 目
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も 設定 し て い る 。
総合科 目 で は 、 社会的及び学 問 的 に 重 要 な 主
題 に つ い て 、 複数の部 局に 属す る さ ま ざ ま な専
門分野の教員 が そ れ ぞ れ の 専門 的立場 に 基づ い
て 協力 し 、 学際的な講義 を行 う こ と に よ り 、 多
面 的 な 理解 と 総合的 な 洞察力 を 高 め る こ と がで
き る 。 各教員 が責 任主体 と な り 、 順番 で総合科
目 を 用意 し て お り 、 学際系 列 の 総合科 目 、 人間
と 環境か ら ス タ ー ト し て い る 。
基礎セ ミ ナ ー は 、 教養教育担当 教員 全員 が一
つ は必ず開講す る も の で 、 学生が積極的 に 参加
し 、 表現 し 、 行動 す る こ と を 通 し て 学 ぶ 科 目
で 、 最大2 0名 を め ど と す る 少人 数 の 演習型科 目
で あ る 。 教 員 が 自 由 に 設定 し た テ ー マ に 基 づ
き 、 外国語の文 献講読、 資料読解 、 討 論 な ど を
通 し て 学 問研究 の 基本的態度 の 修得 と 発表能力
の 開 発 を 目 指 し て い る 。 テ ー マ は 、 キ ル ケ ゴ ー
ル を 読む 、 ト ポロ ジ ー入門 、 論文 の 書 き 方 な ど
で あ る 。
2 ) 教養基礎専門科 目 に お い て は 、 ①基礎情
報処理学 と 基礎統計学 を 必修 と し 、 情報処理教
育の充実 を 図 っ て い る 。 基礎情報処理学 は 、 コ
ン ビ ュ ー タ を 文具 あ る い は 考察 を 整理す る た め
の道具 と し て 利 用で き る よ う に な る こ と を 目 的
と し て い る 。 基礎統計学で は 、 統計の理論的基
礎 と 基本的 な 検定方法 を 解 説し て い る 。 ②基礎
補充科 目 (基礎数学 、 基礎物理学 、 基礎化学)
を 開設 し 、 高校で こ れ ら 科 目 を 履修 し て い な い
学 生 に 対応 し て い る 。 ③授 業 科 目 名 を 「数学
1 J な ど の 漠然 と し た も の で な く 、 よ り 内 容に
即 し た も の に 変更 し で あ る 。 例え ば 、 解析学 、
線型代数学 、 力 学 、 電磁気学 で あ る 。
2 . 専 門 教 育
1 ) 概要
医学科及 び薬科学科 に お い て は 、 医薬 の総合
教育 と い う 立場か ら 、 医薬共通 の授業科 目 を 設
け る と と も に 、 医学科 に お い て は 、 特 に 病態論
に基づ く 治療法 の 医学的 ・ 社会 的問題点 を よ り
重点的 に 思考 さ せ 、 さ ら に 和漢薬 に 関 す る 科学
的知識 を 教授 す る 。 看護学科 に お い て は 、 あ ら
ゆ る 健康 レベル に あ る 人々 へ の 全人的 、 科学的
ア プ ロ ー チ を 基礎 に し た 看護学 の知識 を 教授す
る 。 薬科学科 に お い て は 、 従来お ろ そ か に さ れ
て い た 病態 と 疾患 に 対す る 知識 を 与 え る と と も
に 、 医薬 品 の 開発 へ の 指 向意欲 を 伸 ばす こ と を
目 指 し て い る 。
2 ) 授業内 容の精選
医学部医学科
①早期体験実習
医学部医学科 に 入学 し た こ と の意義 と 学習 の
目 標 を 、 体験 を 通 し て 認識す る こ と を 目 的 に 実
施す る も の で あ る 。 1 年次 5 月 の連 休明 け に 設
定 す る 。 1 学年 を 3 グ ル ー プ に 分け 、 基礎医学
系講座 、 臨床医学系講座 、 6 年次生 の 臨床実習
に配属 し 、 各 1 日 の ロ ー テ ー シ ョ ン を 行 う 。
こ の 他 に 、 夏季 休暇直前 に 保健医療施設 な い
し福祉施設 に お い て 3 泊 4 日 の体験実習 も 設定
し て い る 。 こ こ で は 、 高齢者福祉医療 と 身 障者
の 介護 の 実 際 を体験す る 。
②基礎医学体験学習
基礎研究 の 実 際 を体験 し 、 研究推進の論理 、
研究 の 実 際 、 得 ら れ た 成 績 の 解釈 の 子 法 を 学
ザロ。
3 年次後学期 末の 4 週間 を こ れ に 当 て 、 基礎
医学系 の 各講座 を 主体 に 小 グ ル ー プで配属 し 実
施す る 。
③統合講義
4 年次 ・ 5 年次 に 開講す る 臨床各科系統別講
義 を 一部 削減 し 、 統合講義 を新た に 設定 す る 。
統合講義 は 特定 の臓器器 官を 取 り 上 げ、 解剖 ・
生理 ・ 病理 ・ 薬理 ・ 疫学 ・ 診断 ・ 治療 な ど を 統
合的 に 取 り 扱 う 講義形態で あ る 。 こ の 他 に 精選
さ れた 主題 を 設定 し て 幅 広く 統合 を 計 る 講義形
態 も 採 用す る 。 学生参画型 を 目 指 し て い る 。
④臨床実習 と 晩期体験実習
臨床実習 を 5 年次 の 9 月 か ら 約1 年 間 (県立
中央病院 で の 約4 週間 の 臨床実習 を 含 む ) 実施
す る 。 実習終 末の 2 週間 を 晩期体験実習期間 と
し 、 県 内外の 医療施設 に 出 向 し て プ ラ イマ リ ケ
ア を 含 め た 医療現場 を 体験す る 。
薬学部薬科学科
①専門教育科 目 の 年次進行
専門教育 に お け る 授業科 目 は 1 年次 か ら 開講
し 、 可能 な 限 り 、 物理化学系 、 有機化学系 、 生
物系、 そ し て 医薬品系 の 順 に 各 系 の 教科 目 が年
次進行 し て 開講 さ れ る よ う に配慮 し て い る 。 さ
ら に 、 各 系 のバ ラ ン ス に 配慮 し な が ら 、 必修講
義科 目 ( コ ア ・ カ リ キ ュ ラ ム ) の卒業要件単位
を で き る だ け 少 な く し 、 か つ 、 必修講義 の 多 く
が 2 年次 の 前学期 ま で に 終了 し 、 2 年次 の 後学
期か ら は選択科 目 が主体 に な る よ う に 配慮、 し て
い る 。 学生が選択科 目 を選択す る に 際 し て 、 極
端 に 片寄 っ た 履修 を し な い よ う に 、 選択科 目 を
A 系列 (指定選択科 目 ) と B 系列 ( 自 由選択科
目 ) に 分類 し 、 必修講義科 目 の 不足 を 指定選択
科 目 を 履修す る こ と に よ っ て補 う よ う 配慮 し て
い る 。
②薬学英語の 開設
薬学英語 を新設 し 、 専門教育担当教員 に よ る
専門科 目 の英語 に 関す る 少人数教育 を行い 、 学
生 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン お よ び薬学英語の 充
実 を 図 っ て い る 。
③医療薬学教育の充実
薬剤師国家試験の 内容の変更 を 考慮 し 、 医療
薬学 に 関す る 教育の充実 を 図 っ て い る 。 未だ不
十分で あ る が、 現在、 医療薬学 に 関連 し た 講義
科 目 と し て 、 医療生化学、 病院薬学、 疾病学、
臨床 医 学概 論 1 ( 内 科 系 ) 、 臨 床 医 学概 論 II
(外科系) な ど を 開講 し て い る 。
2 ) 経 済 援 助
イ . 奨 学 生
表 1 日 本育英会
学 生 数 奨学金の 種類
区 分 7 年 2 月
現 在 第 I 種 第 2 種
人 人 人
ρナ主今 医 学 部 医 学 科 599 99 33 
医学部看護学科 119 27 8 
薬学部薬科学科 449 103 22 
部 計 1 167 229 63 
大 医 学 研 究 科 58 24 
:ι 子 薬 学 研 究 科 64 23 2 
院 計 122 47 2 
dEE3 h 計 1289 276 65 
(外国人留学生除 く )
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日 本育英会 は 、 日 本育英会法 に 基づ い て 設立
さ れ、 国 の 育英奨学事業 を行 っ て い る 機関で、
優れた 学生及び生徒で経済的理由 に よ り 修学 に
困難が あ る も の に 対 し 、 学資 の貸与等 を 行 っ て
い る 。
本学 に お け る こ の 奨学生の推薦の選考 は 、 学
部学生 は学生委員会、 大学院医学研究科生 は 医
学研究科教務委員 会、 大学院薬学研究科生 は薬
学研究科委員会 と 、 そ れぞれの審議機関 に お い
て 推薦基準 に 基づ き 行 っ て い る 。
本学学生の平成 7 年 2 月 現在の採用状況 は 、
表 1 の と お り で あ り 、 学生数 に対す る 貸与者 の
比率 は 、 学部学生で25 % 、 大学 院 生 は 40 % と
な っ て い る 。
貸与月 額 は 、 学部学生 に つ い て は 昭和60年度
入学生が 自 宅生で22， 000 円 、 自 宅外生で28， 000
円 で あ っ た が、 平成 7 年度入学生で は 自 宅生で
38， 000 円 、 自 宅外生で44， 000円 と な っ て い る 。
大学院生 も 修士課程が65， 000円 → 81， 000 円 、 博
士課程が75， 000 円 吟 112， 000 円 と な っ て お り 、
学部学生及び大学院生 と も に授業料の値上 げ に
ほ ぼ比例 し て 順次増額 さ れて き て い る 。
ま た 、 日 本育英会以外の育英奨学団体の採用
者 も 数多 く 、 昭和60年度か ら 現在 ま で に本学が
取 り 扱 っ た 育英 国体 と 採用 者 は 、 49 団体、 102





本学 に 第 1 期生が入学 し た 昭和51年度
当 時 の 授 業料 は 年額96， 000 円 で あ っ た
が、 そ の後隔年 ご と に 改訂 さ れ昭和60年
度 に お い て は 252， 000 円 、 昭和62年度 は
300， 000 円 、 平成元年度 は339， 600 円 、 平
成 3 年 度 は 375， 600 円 、 平 成 5 年 度 は
411 ， 600 円 、 平成 7 年度 の 入学者 に つ い
て は 、 年額447， 600 円 と な っ て い る 。
四 (川) I 
35 (29. 4) 
125 (27. 8) 
292 (25. 0) 
24 (41. 4) 
25 (39. 1 ) 
49 (40. 2) 
341 (26. 5) 
国立学校 で は 学生の奨学援護の一環 と
し て 、 授 業料免除制 度 が と ら れ て い る
が、 本学 に お い て も 、 こ の制度の適切 な
活用 を 図 る た め 、 学内規程 を 整備 し 、 学
生委員会 に お い で慎重 に選考の上決定 し
て い る 。




育 英 奨 学 金 の 種 類 医 看 薬 計
富山県奨学金 2 2 4 
富山県母子福祉修学資金 1 l 
富山市奨学金 I I 
入善町奨学金 1 1 
立山町奨学金 I l 
吉田育英会奨学金 9 4 13 
富山第一銀行奨学金 1 
石川 県奨学金 3 4 7 
志賀町奨学金 l 1 
穴水町奨学金 1 
水原町質学金 1 1 
安田町奨学金 I 
黒川村奨学金 1 1 
十勝勤労者医療生協奨学金 I I 
稲垣村奨学金 1 I 
平田町育英資金 1 1 
足利市奨学金 1 1 
宇都宮市奨学金 1 1 
太田市奨学金 1 I 
東京都公衆衛生修学資金 I 
岐 阜県選奨生奨学金 3 1 4 
岐阜県看護修学資金 2 2 
浜松市奨学金 2 2 
紀伊長島町奨学金 I I 
大阪府育英会奨学金 8 3 1 1  
和気町奨学金 2 2 
広島県看護修学資金 l 1 
島根県奨学金 1 l 
山 口 県奨学金 1 l 
松山 市奨学金 1 1 
佐賀県奨学金 1 I 
宮崎県育英資金 l 1 
都城育英資金 I I 
矢部町奨学金 1 1 
寓江町奨学金 1 1 
鹿児島県育英財団奨学金 1 I 
加治木町奨学金 1 
森下仁丹奨学金 9 9 
中村積善会 1 1 2 
電通奨学金 1 1 
住友生命福祉事業団 4 4 
あ し なが育英会奨学金 2 2 
日 Z本t三〉三h コ カ コ ー ラ ボ ト ラ ー ズ育 1 2 3 
英 奨学金
安田記念奨学金 1 1 2 
小林育英会奨学金 1 1 
川村育英会奨学金 1 l 
真宗大谷育英会奨学金 1 1 
パ リ 12大学奨学金 1 l 
朝鮮奨学会奨学金 1 I 
百十 47 6 I 49 102 
昭和6 0年度 か ら の 免 除者数 は 、 表 3 、 4 の と
お り で あ る 。
ハ . 学生生活実態調査
学生生活 の実態調査 は 、 本学学生 の 経済面 と
健康等 の 実態 を 把握 し 、 学生生活 の充実 向上 を
図 る 基礎資料 を 得 る こ と を 目 的 と し て 、 現在 ま
で に 5 回 実施 さ れ て い る 。 最初 は 、 ま だ学年進
行途上 の 昭和55年 に 実施 、 2 回 目 は 、 学年進行
が ほ ほ、 完成 し た 昭和58年 に 実施 さ れ た 。 3 回 目
は 、 大学院医学研究科の 完成 し た 翌年の 昭和61
年 に 、 平成元年 に は 4 回 目 を 実施 し た 。 5 回 目
か ら は 学生全員 を 対象 と し て 平成 4 年 に 実施 し
た 。 今後 も 引 き 続 き 調査 を 実施す る 予定 で あ る
が 、 回収率 ア ッ プ の課題 を 残 し た 。 回収率 は 、
表 5 に 示 す結果 と な っ て い る 。
調 査 の 内 容は 、 ①住居 ・ 通学 、 ② 経 済 ・ 生
活 、 @ 福利厚生施設 、 @ 健康 、 ⑤学生生活お よ
び悩 み と 大 き く 5 項 日 に 区 分し て 行 わ れ て い
る 。
過去の 調査結果 を 比較 し て み る と 、 全般的 に
顕著 な 変動 は認 め ら れ な い が 、 生活環境が向上
し て い る 反面 、 経費が増加 し て い る こ と が示 さ
れ て い る 。
調査結果 の概要 は 、 次 の と お り で あ る 。 住居
面で は 、 自 室 に 風呂 、 台所 、 便所付 き の い わ ゆ
る 学生 マ ン シ ョ ン 形式 の 室 に 住む者が 6 割近 く
に 増 え て き て お り 、 通学方法 も 自 動車通学が大
幅 に 増 え 、 現在で は 8 割以上 に 達 し て い る 。
こ れ を 反映 し て か経済面 で は 、 月 平均支 出額
が 自 宅生 で は 7 万 円 、 自 宅外生で は 12万円余 り
と な っ て い る 。
福利厚生施設関係 で は 、 食堂 、 売白 、 理 容室
の利 用状況 、 施設 に対す る 要望等 に つ い て は 、
特 に 変化 は み ら れ な か っ た 。
表 3 学部生授業料免除者数
年 弓
，ll4ユ 生 数 免 除
第 1 節 学 生 生 活 21 7 
者




和昭 前期 34 (5. 4) 630 429 1， 059 
60 後期 36 (5. 7) 
前期 27 (4. 3) 
61 630 429 1， 059 
後期 26 (4. 1 ) 
前期 28 (4. 4) 
62 636 429 1， 065 
後期 32 (5. 0) 
前期 33 (5. 0) 
63 659 435 1， 094 
後期 29 (4. 4) 
平成 前期 24 (3. 7) 643 447 1， 090 
:TC 後期 22 (3. 4) 
前期 18 (2. 8) 
2 637 439 1， 076 
後期 20 (3. 1 ) 
前期 13 (2. 1) 
3 630 450 1， 080 
後期 16 (2. 5) 
前期 18 (2. 8) 
4 636 455 1， 091 
後期 22 (3. 5) 
前期 27 (4. 0) 
5 678 450 1， 128 
後期 28 (4. 1 ) 
前期 37 (5. 1 ) 
6 721 452 1， 173 
後期 35 (4. 9)  
健康面 で は 、 1 年間 に病気や け が を し た 者が
約 4 割で、 そ の 治療費 も 1 万 円 以上支払 っ た 者
も 増 え て い る 。
学生生活 と 悩 み に つ い て は、 将来の進路 に つ
い て 悩 ん で い る 者が最 も 多 く 、 次 い で試験、 進
級、 経 済 問題 の I1債 で、 そ の 対処 方 法 に つ い て
は、 大部分が、 友人先輩 に相談、 自 分 で対処す
る 、 な り ゆ き に ま かせ る と し て お り 、 保健管理
セ ン タ ー の利用 も 傷病治療 ・ 健康相談 ・ 悩 み事
相談 と 利用者 の増加傾向がみ う け ら れた 。
3 ) 保 険 制 度 (学生教育研究災害障害保険)
こ の保険 は、 文部省が、 大学 に 学ぶ学生の被
半額 (%) 全額 ( % ) 半額 (%) 全額 (%) 半額 ( % )
1 (0. 2) 22 (5. 1 ) o (0. 0) 56 (5. 3) 1 (0. 1 ) 
2 (0. 3) 27 (6. 3) o (0. 0) 63 (5. 9) 2 (0. 2) 
2 (0. 5 ) 21 (4. 9 ) o (0. 0) 48 (4. 5) 2 (0. 2) 
1 (0. 2) 17 (4. 0) 。 (0. 0) 43 (4. 1 ) 1 (0. 1 ) 
1 1  ( 1 .  7) 24 (5. 6) 4 (0. 9) 52 (4. 9) 15 ( 1 . 4) 
11 ( 1 .  7) 22 (5. 1 ) 2 (0. 5) 54 (5. 1 ) 13 ( 1 . 2) 
10 ( 1 .  5 ) 24 (5. 5) 3 (0. 7) 57 (5. 2) 13 ( 1 .  2 ) I 
14 (2. 1 ) 20 (4. 6) 4 (0. 9) 49 (4. 5) 18 ( 1 . 6) 
10 ( 1 . 6) 16 (3. 6) 3 (0. 7) 40 (3. 7) 13 ( 1 . 1 ) 
8 ( 1 . 2) 21 (4. 7) 2 (0. 4) 43 (3. 9) 10 (0. 9) 
5 (0. 8) 14 (2. 2 ) 8 ( 1. 8) 32 (3. 0) 13 ( 1 . 2) 
4 (0. 6) 15 (3. 4) 2 (0. 5) 35 (3. 3) 6 (0. 6) 
3 (0. 5) 22 (4. 9) 3 (0. 7) 35 (3. 2) 6 (0. 6) 
5 (0. 8) 22 (4. 9) 1 (0. 2) 38 (3. 5) 6 (0. 6) 
7 ( 1 . 1 ) 17 (3. 7) 7 ( 1 . 5) 35 (3. 2) 14 ( 1 .  3) 
4 (0. 6) 19 (4. 2 ) 7 ( 1 . 5) 41 (3. 8) 1 1  ( 1 .  0)  
5 (0. 7) 19 (4. 2 ) 6 ( 1 . 3) 46 (4. 1 ) 1 1  ( 1 . 0) 
8 ( 1 .  2) 17 (3. 8) 8 ( 1. 8) 45 (4. 0) 16 ( 1 .  4) 
3 (0. 4) 21 (4. 6) 3 (0. 7) 58 (4. 9) 6 (0. 5) 
8 ( 1 . 1 ) 21 (4. 6) 3 (0. 7) 56 (4. 8) 1 1  (0. 9) 
( ) 内 は、 学生数に対す る 免除者の割合 を示す。
る 種々 の教育研究活動 中 の 災害 に対す る 被害救
済の措置 と し て 検討 し て き た 災害補償制度で あ
り 、 財団法人内外学生セ ン タ ー が保険契約者 と
な り 、 東京海上火災保険闘 を 幹事会社 と す る 国
内 の損害保険会社20社 と の 聞 に 一括契約す る も
の で、 各大学 は 内外学生セ ン タ ー の賛助会員 と
し て 、 被保険者 と な る 学生の本保険加入 と り ま
と め の事務 を 行 っ て い る 。
任意加入で あ る が、 本学で は、 こ の保険制度
の趣 旨 か ら 全員加入 を 呼 びか け て お り 、 新入生
に つ い て は 100% が加入 し て い る 。
補償の対象 は、 「被保険者が被保険者 の 在籍
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表 4 大学院生授業料免除者数
年
兵ヲ主今二 生 数 免 除 者




昭 前期 。 (0. 0)
和 70 92 162 
60 後期 o (0 . 0)  
前期 1 ( 1 .  4 )  
61  7 1  98  169 
後期 。 (0. 0 )
前期 。 (0. 0)
62 69 103 172 
後期 o (0 . 0 )  
前期 1 ( 1 .  4)  
63 69 99 168 
後期 o (0 . 0)  
平 前期 o (0 . 0 )  
成 66 94 160 
.lC 後期 o (0 . 0)  
前期 。 (0. 0)
2 72 90 162 
後期 。 (0. 0 )
前期 2 ( 2 . 8) 
3 72 79 15 1  
後期 2 ( 2. 8) 
前期 1 ( 1 . 5) 
4 66 90 156 
後期 1 ( 1 . 5) 
前期 2 ( 2. 7) 
5 74 94 168 
後期 2 ( 2. 7) 
前期 6 (8 . 5)  
6 7 1 87 158 
後期 4 (5 . 6 ) 
す る 大学 の 教育研究活動中 に 被 っ た 急激 か っ 偶
然 な外来 の 事故 に よ る 身体の 傷害」 と な っ て お
り 、 「教育研究活動 中」 と は 、 ①正課 を 受 け て
い る 問、 ②学校行事 に 参加 し て い る 問、 ③①②
以外で学校施設 内 に い る 問、 ④学校施設外で大
学 に 届 け 出 た 課外活動 を 行 っ て い る 間 と な っ て
い る 。
昭和6 0年度 か ら の 事故 件数及 び そ の事故内 容
は表 6 、 7 の と お り で あ る 。 な お 、 平成 5 年度
に お け る 全国 (加入者約25 0万人) の 事故 件数
は8， 956 件で事故発生率 は 0. 36% で あ っ た 。
半額 (%) 全額 (% ) 半額 (%) 全額 (%) 半額 (%)
1 ( 1 .  4)  8 (8. 7) o (0 . 0 )  8 (4 . 9 ) 1 (0 . 6) 
。 (0. 0) 8 (8. 7)  。 (0. 0 ) 8 (4 . 9 ) 。 (0. 0)
。 (0. 0 ) 9 (9. 2 ) 1 ( 1 . 0 )  10 (5 . 9 ) 1 (5 . 9) 
。 (0. 0) 8 (8. 2 ) 1 ( 1 .  0 )  8 (4 . 7)  1 (5 . 9) 
。 (0. 0) 10  (9 . 7) 3 ( 2 . 9 ) 10 (5 . 8 )  3 ( 1 . 7) 
o (0 . 0 )  10 (9. 7) 2 ( 1 .  9 ) 10 (5 . 8 )  2 ( 1 . 1 ) 
。 (0. 0) 5 (5 . 1 ) 3 (3 . 0 )  6 (3 . 6 ) 3 ( 1 . 8 ) 
1 ( 1 .  4 ) 7 (7 . 1 ) 1 ( 1 .  0 )  7 (4 . 2 ) 2 ( 1 . 2 ) 
。 (0. 0 ) 7 (7. 4 )  5 (5 . 3) 7 (4 . 4 )  5 (3. 1 ) 
。 (0. 0) 8 (8. 5)  2 (2. 1 ) 8 (5 . 0)  2 ( 1 . 3) 
。 (0. 0) 7 (7 . 8 )  3 (3 . 3 )  7 (4 . 3 )  3 ( 1 . 9) 
。 (0. 0 ) 5 (5. 6 ) 4 (4 . 4 )  5 (3 . 1 ) 4 (2 . 5)  
1 ( 1 .  4)  4 (5 . 1 ) 3 (3 . 8 )  6 (4 . 0 )  4 (2 . 6) 
o (0 . 0)  5 (6. 3 ) 2 ( 2. 5) 7 (4 . 6 ) 2 ( 1 . 3) 
1 ( 1 . 5) 5 (5 . 6 ) 6 (6 . 7 ) 6 (3. 8 )  7 (4 . 5) 
。 (0 . 0) 5 (5. 6 ) 5 (5 . 6 ) 6 (3 . 8) 5 (3 . 2 ) 
1 ( 1 . 4)  8 (8. 5)  4 (4 . 3 )  10 (6. 0 )  5 (3 . 0) 
1 ( 1 .  4 )  8 (8. 5)  3 (3 . 2 ) 10 (6 . 0 )  4 ( 2. 4)  
。 (0. 0 ) 14 ( 16. 1 ) 2 (2. 3) 20 ( 12 .  7)  2 ( 1 . 3) 
1 ( 1 . 4)  16 ( 18. 4 )  。 (0. 0 ) 20 ( 12 . 7) 1 (0 . 6 ) 
( ) 内 は 、 学生数 に対す る 免除者 の割合 を 示 す 。
4 )  福利厚生施設
イ. 食 堂
昭和52年 か ら 、 福利棟 1 階 に お い て 、 (財)
学校福祉協会 に 経 営 を 委託 し 、 セ ル フ サ ー ビ ス
方 式 で運 営 さ れ て お り 、 現在 ホー ル の 面積 は
453m2、 席数 は 390席で、 8 時15分か ら 18時3 0分
ま で営業 し て い る 。
昭和6 0年以降 は 、 昭和61年 に コ ー ヒ ー 自 動販
売機、 平成 4 年 に 冷房装置が設置 さ れ、 ま た 、
平成 3 年 と 平成 6 年 に 価格改訂が あ っ た 。
利 用者 数 も 看護学科 の 新 設 に 伴 っ て 年々 増
え 、 現在で は 1 日 平均1， 6 00食 を 提 供し て い る 。
表 5 学生生活実態調査
医 守山" 部 薬 学
調査年度 性別
抽出数 回収数 回収率 抽出数 回収数
男 233 147 63. 1% 95 59 
昭 和 女 19 15 78. 9 134 1 1 1  
55年度
計 252 162 64. 3 229 170 
男 279 161 57. 7 127 95 
58年度 女 32 19 59. 4 90 84 
言十 311  180 57. 9 217 179 
男 269 137 50. 9 111  60 
61年度 女 48 32 66. 7 104 77 
計 317 169 53. 3 215 137 
男 250 94 37. 6 96 44 
平 成 女 73 35 47. 9 127 68 
元年度
計 323 129 39. 9 223 112  
男 435 58 13. 3 209 30 
4 年度 女 181 43 23. 8 241 45 
計 616 101 16. 4 450 75 
表 6 事故件数
正 課 中 学校行事中 課外活動中
年 度 学生数 (% )  (% )  ( 5 %) 
昭和60 1221 12 (0. 9) 1 (0. 1) 21 ( 1. 7) 
61 1228 10 (0. 8) 18 ( 1 . 4) 
62 1237 8 (0. 6) 3 (0. 2) 1 1  (0. 9) 
63 1262 13 ( 1 . 0) 
平成元 1250 4 (0. 3) 12 (0. 9) 
2 1238 4 (0. 3) 13 ( 1 . 1 ) 
3 1231 1 (0. 1 ) 14 ( 1 . 1 ) 
4 1247 4 (0. 3) 16 ( 1 . 3) 
5 1269 2 (0. 1 ) 4 (0. 3) 
6 1331 3 (0. 2) 13 ( 1 .  0) 
( ) 内 は 、 学生数 に対す る 被害者の割合 を示す。
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35 (2. 8) 
28 (2. 2) 
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表 7 事故内容
召和60 61  
靭 帯 損 傷 ・ 捻 挫 (3) (2 ) 14 9 
骨 折 (3)  6 7 
運 脱 臼 ( 1 ) 2 l 
裂 傷 ・ 挫 創 ( 1 ) 1 
n 撲 ( 1 ) 1 
動 目良 の 損 1第
J!と白 。〉 損 傷
腰 痛 ( 1 ) 
中 ア キ レ ス 臆 断 裂 2 2 
そ の {也 ( 1 ) 1 
( 6) (7 )  
26 21 
切傷 ・ 裂傷 ・ 創傷 5 3 
実 火 傷 I 1 
験 薬 む/ニ2友" 
実 目艮 0) f員 f易 l 
習 挫 ( 1 ) 1 
中
i 乙 の f也 2 1 
( 1 ) 
8 7 




骨 折 1 
f也
計 I 
之仁込3 百十 ( 6) (8 ) 35 28 
( ) 内 は 、 女子学生で内 数 を 示す。
62 63 
(4) ( 1 ) 
7 5 
(2 ) ( 1 ) 
5 3 




( 1 ) ( 1 ) 
2 2 
(7) (4) 
1 7  13  
1 
1 





( 1 ) 
1 
( 1 ) 
1 
( 1 ) ( 1 ) 
1 2 
( 10 )  (5 )  
23 15 
平成元 2 3 4 5 6 計
(2) ( 1 ) ( 2 ) ( 15)  
7 6 7 7 3 6 7 1  
( 1 ) ( 1) (8)  
4 7 5 4 2 5 48 
( 2) 
1 1 1 2 1 2  
( 1 ) 
1 
( 1 ) 
1 
( 1 ) ( 1 ) 
2 3 
1 2 
( 1 ) 
1 
(2 ) 
2 1 1 12  
( 1 ) 
1 1 3 6 
( 1 ) ( 3) ( 1 ) ( 1 ) (2 ) (32) 
1 5  16 14 16 5 14  157 
( 1 ) ( 1 ) 
2 1 1  
( 1 ) ( 1 ) 
I l 5 1 
( 1 ) ( 1 ) 
1 1 
( 1) ( 1 ) 
1 3 
( 1 ) ( 1 ) (3)  
1 l 1 3 
( 1 ) 
1 7 
(2 ) ( 1 ) ( 2 ) (8 ) 
1 1 1 4 1 2 30 
1 
( 1 ) 
1 2 




( 1 ) (3 )  ( 1 ) (3)  ( 1 ) (4 ) (42) 
16 18  15 20 6 16  192  
ロ . 談話室、 喫茶室
福 利 棟 2 階 に あ る 談話 室 (面 積 265 m') に
は、 約90席 の ソ フ ァ ー等が設置 さ れて お り 、 テ
レ ビ、 新 聞、 雑誌、 囲碁 ・ 将棋 等 の 設備 を 設
け 、 学業の合間の休憩や親睦 に く つ ろ い だ場 を
提供 し て い る 。
喫茶室 は 、 談話室 に 隣接 し て 設 け ら れ、 昭和
55年か ら (財) 学校福祉協会の 委託経営 に よ り
運営 さ れ て お り 、 8 時 15分 か ら 17 時 ま で営 業
し 、 一 日 平均300名が利用 し て い る 。
ハ . 売庖、 理容室
売屈 は 、 昭和52年か ら 福利棟 1 階部分 (面積
130m') で書籍、 文房具 に つ い て は 中 田 図書販
売側、 日 用雑貨 に つ い て は鮒大和富 山庖の委託
経営 に よ り 運営 さ れて お り 、 8 時30分か ら 17時
30分 ま で営業 し て い る 。
理容室 は 、 厚生棟 1 階 に お い て 昭和55年か ら
瀬川 孝勝氏 の委託経営 に よ り 運営 さ れて お り 、
9 時か ら 19時 ま で営業 し て い る 。
5 ) 健 康 管 理
学生諸君の健康管理 に 関 し て は 、 昭和58年に
保健管理セ ン タ ー が設置 さ れ、 昭和59年か ら は
本格的 な 活動 を 開 始 し 、 そ の 任 に 当 た っ て き
た 。 こ の保健管理セ ン タ ー の 目 的 は 、 本学 の 学
生 ( お よ び教職員 ) の心身の健康保持 ・ 増進 を
図 る た め に セ ン タ ー が附属病院 と 連携 し 、 専門
的業務 を行 う こ と に あ る 。 し た が っ て 、 種々 の
疾患や悩 み に対す る 指導 ・ 助言 は も ち ろ ん の こ
と 、 健常 な者の健康 を 維持 ま た は増進す る こ と
も 重要 な 目 的 と し て い る 。 次 に 具体的 な活動状
況 に つ き 示す。
イ . 学校医 に よ る 健康相談お よ び処置
各種疾患の相談お よ び健康 の 維持 ・ 増進 の た
め 、 セ ン タ ー専任教官 ( 内科) 、 看護婦お よ び
専 門 の 校 医 (神経精神 科、 整 形外科、 産婦人
科、 眼科、 耳鼻咽喉科、 歯科 口 腔外科) が相談
に 応 じ る 体制 を と っ て い る 。 ま た簡単 な処置 に
つ い て も 対応 し て お り 、 い ず れ も 多 数 の 学生
( お よ び教職員) に 利用 さ れ て い る 。 学生の セ
ン タ 一利用 者 は 、 延べ件数 に し て 昭和60年度 の
3， 200件か ら 平成 6 年度 の4， 400件 と 増加 し て き
て い る 。 セ ン タ ー利 用者 の 区分 で は 、 呼吸器疾
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患 (主 に かぜ症候群) 、 消化器疾 患 が 多 く 、 そ
れ ら に 次 い で創傷 ・ 熱傷、 捻挫 ・ 打撲、 筋肉 ・
関節痛 な どが受信 の 理 由 と な っ て い る 。 ま た 、
ア レ ル ギ ー に 関す る ア ン ケ ー ト 調査 を 開始 し て
か ら は 、 ア レ ル ギ ー性疾患 に つ い て の 受診 ・ 相
談が増加 し て い る こ と が特徴 と し て 挙 げ ら れ
る 。 こ れ ら 相談、 処置 に適切 に 対応で き る よ う
に 、 設備の面で も 年々 充実 さ せ て お り 、 時代 に
則 し た対応 を 図 っ て い る 。
ロ . 学生相談 ・ 心理相談
履修上の 問題、 将来の進路の こ と 、 経済上の
問題、 そ の他 さ ま ざ ま な 問題で悩 む と き に は精
神 的 に も 不安定 と な り 、 種々 の 身体症状 を伴 う
こ と も 多 い 。 主 と し て セ ン タ ー教官、 看護婦が
相 談 を 担 当 す る ほ か に 、 学務相談 に は 、 医 学
部、 薬学部 よ り 相談員 を 委嘱 し協力 い た だ い て
お り 、 カ ウ ン セ ラ ー と し て 心理学 の教官 に も 応
援い た だ い て い る 。 ま た 、 自 律訓練法の講習会
も 臨床心理師の協力 を得て行 っ て い る 。 こ れ ら
は数の上か ら は少 数 に 留 ま る も の の 、 重要な業
務 と な っ て い る 。
ハ . 健康診断
全学生 を対象 に 、 定期健康診断 を 毎年 4 月 、
6 月 に 実施 し て い る 。 実 施項 目 は 、 内 科、 眼
科、 耳鼻科診察、 血圧測定、 尿検査、 胸部 X 線
撮影 を 行 っ て い る 。 健康診断実施時間 に 授業 を
入れな い よ う に 配慮、 い た だ い て か ら は 、 受診率
も 良 く な っ て き て い る 。 定期健診 に お け る 有所
見者 に対 し て 再検査、 診察が行わ れ、 必要 な場
合 に は 附属病院 に 精査 を 依頼 し て い る 。 ま た 、
定期健康診 断 の 他 に 、 駅伝大会 な ど の 各 種大
会、 山岳部夏 山 ・ 冬山登山 な ど の ク ラ ブ活動、
ス キ ー 実 習 の 際 に 臨時 の 健康診断 を 行 っ て い
る 。
ニ . 健康教育
定期 に 発行 さ れ て い る 「学園 だ よ り 」 に 、 保
健管理セ ン タ ー か ら の た よ り と し て 毎 回違 っ た
テ ー マ を 取 り あ げ、 わ か り や す く 解説 し て い
る 。 ま た 、 全世界的 に 問題 と な っ て い る エ イ ズ
( H  1 V 感染) や 実習 に 関連 し て 関心 の 高 い肝
炎 ウ イ ル ス 、 そ の 他 の 感 染症 に 関 す る 講演会
を 、 セ ン タ ー 独 自 お よ び学 内 共 同 で行 っ て い
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る 。 更 に 、 北陸地区 の 国立 5 大学合同 で健康増
進合宿 セ ミ ナ ー を 開催 し て き た 。
こ れ ら の活動 は 、 学生課 ( な か で も 厚生係)
の ご協力 を 得て 初 め て 成 り 立 っ て い る 。 ま た 、
各 ク ラ ス 担当 教 官、 各講座主 任教授 の ご協力、
ご玉里解 を 得て 行 っ て い る 。 今後 も 学生諸君が よ
り 良 き 学生生活、 課外活動がで き る よ う に 、 心
身 の 健康 管理 の 面 か ら の 支 援 を 続 け て い き た
� ) o  
6 ) 研 修
イ. 新入生合宿研修
富 山 は海 と 山 の 自 然 に 恵 ま れ、 本学 は遠 く 富
山湾 を 望 み 、 近 く 北 ア ル プ ス 連 峰 を 目 前 に し た
呉羽丘陵 に 立地 し て い る 。 創設以来本学 で は 新
入生合宿研修 を 実施 し 、 早春 の 5 月 上旬 、 積雪
の 中 を 開通間 も な い 立 山 天狗平で、 学生 ・ 教職
員 が共 に 一泊 し 、 悠大 な 自 然 の 懐 に 入 っ て 己 が
人聞 の 小 さ さ を 覚 り 、 自 然 と 人間 ・ 人 間 同 士の
出合い の場 と し て 語 り 合 う 機会 と し て い る 。 学
生 は 全国 か ら 広く 集 ま り 、 ま た 地元 出 身 者 で も
夏 山 は と も か く 、 こ の こ ろ の 厳 し い 春 山 の 経験
は な く 、 新 入 生 に は 強 烈 な 印 象 を 与 え る よ う
で、 卒業後 も 本学で学 ん だ 良 い 思 い 出 と な っ て
い る 。
往復 の 団体行動 か ら 宿泊 中 ま で班別 に リ ー
ダー を 設 け 、 学生 に 役 目 を 分担 さ せ て 自 主協力
活動 を 促 し 、 晴天 に 恵 ま れれ ば屋外で雪 中 を 国
見峠や 地獄谷へ と 歩き 、 ス ノー ボ ー ト で斜面 を
滑 り 興 じ て 十分に 若 さ を発散 し 、 雨天 な ら 屋内
で講演や ス ラ イド 映写で山 に 関 す る 知識 を 聞 く
な ど と 自 由 時間 も 交 え 、 両学部、 学生 ・ 教職員
の 別 な く 互 い に 交流 し親 し く 話 し 合 う 意義 は大
き し ) 0
( た だ し 昭和58年度 は 、 乗鞍青 年 の 家 で実施 し
た )
ロ . 在来生合宿研修
本学で は 、 毎年12月 に 「合宿 に よ る 共 同生活
と 野外研修等 を 通 じ て 、 大学生活か ら 生 じ る 諸
問題 に つ い て 教職員 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を
深 め る こ と に よ り 、 よ り 健全 な 学生生活 と 豊か
な 人間形成 に 資 す る 」 こ と を 目 的 と し て 在来生
合宿研修 を 開催 し て い る 。
平成 6 年度 は 、 12月 23 日 か ら 27 日 ま で の 4 泊
5 日 の 日 程で長野県 山 ノ内 町 の 志賀高原発晴温
泉 で本学学生約80名 、 本学教職員 15名、 特別講
師1 名 が参加 し て 行わ れ多大 な成果 を あ げた 。
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「正課」 と 「課外」 は相互 に 深 く 影響 し 合 っ
て 学生の キ ャ ン パ ス 生活 を 形成 し て い る 。 学生
は正課 と 課外の両者 に よ っ て 学 問 的 に も 、 人間
的 に も 自 立 で き る よ う に な っ て い く と 考 え ら れ
る 。 学生 は 自 ら 選択 し た 課外活動 の 中 で、 親密
な友人関係 を 見 出 し 、 社会人 と し て の 品性 を
養 っ て 人間形成 を 図 っ て い く こ と がで き る 。 大
学 と し て も 、 正課 と 課外 を 有機的 に 結びつ け る
工夫 と 努力 を し て お り 、 全学生 に 対 し て 積極的
に サ ー ク ル に 参加 す る よ う 指 導 し て い る 。 ま
た 、 活動の場 と な る 施設の整備 な ど に 努め て い
る 。
以下 に 、 平成 6 年度 に 届 け 出 の あ っ た 文化系
と 体育系 の サ ー ク ル の 現状 と 、 そ れ ぞれの サ ー
ク ル の最近10年間の活動状況 を 中心 に 記 し 、 併
せ て ス ポ ー ツ 大会 と 医薬大祭 に つ い て 述べ る 。
平成 6 年度 の課外活動サ ー ク ル数お よ び加入
学生数 は 次 の と お り で あ る 。
サ ー ク ル名 所属サ ー ク ル数 加入学生数
体 育 系 28 934 
文 化 系 17 466 
lE〉コ‘ 計 45 1400 
(注) 複数加入 を含む。
1 ) 文化系サー ク ル活動
各サ ー ク ル と も 、 顧問教官がサ ー ク ル活動全
般 に わ た っ て 面倒 を み て い る 。 学生 自 治会文化
部会 と し て 、 機関誌 「竹林 に 坐 す 」 を 年 1 回刊
行 し て い る 。 文化系 サ ー ク ル の 活動の場 と し て
は、 北陸 3 県大学学生交歓芸術祭 (芸交祭) が
あ る 。 23 の短大 と 大学が加盟 し て お り 、 本学か
ら は 、 軽音楽、 管弦楽、 三曲会、 美術、 写真 の
各サ ー ク ルが参加 し て い る 。
① 青 い 鳥
昭和56年設立。 顧問 は小西 徹先生。 加入学
生数30名。 入院児童 を 楽 し ま せ る ボ ラ ン テ ィ ア
活動 か ら 生 ま れ た サ ー ク ル で あ る 。 小 児 科慰
問、 日 曜学校 の 子供 た ち と の 交流 を 図 っ て い
る 。 七夕 会 (附属病院小児科) 、 日 帰 り キ ャ ン
課 外 活 動
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プ (太 閤 山 ラ ン ド ) 、 打 ち 上 げ合 宿 (浜 黒 崎
キ ャ ン プ場) な ど を 行 っ て い る 。
② 囲碁将棋部
昭和59年設立。 顧問 は小泉富美朝先生。 加入
学生数14名。 本学職員 と の対抗試合 (第 4 回医
薬大名人戦) 、 春季北信越学生囲碁お よ び将棋
大会 (新潟大学、 富 山 大学、 金沢大学、 本学)
に 参加 し 、 夏期 (利賀村) と 冬期 ( 山 田温泉)
の合宿 に よ っ て 技術の 向上 を 図 っ て い る 。
③ 演劇 を 楽 し む会
昭和54年設立。 顧問 は桜川信男先生。 加入学




に 編成替 え 。 加入学生数35名。 顧問 は 本 田 昂先
生。 入学式での演奏、 定期演奏会 (第17回、 県
教 育 文 化 会 館 ホ ー ル) 、 芸 交 祭 (第 41 回、 ラ
ポ ー ル小杉) 、 病院 コ ン サ ー ト ( 附属病院) 、 合
宿 (岐阜県上宝村) な ど活躍 し て い る 。 サ ー ク
ル 誌 L'ESTRO ARMONICO を 刊 行 し て い
る 。
⑤ ギ タ ー マ ン ド リ ン ク ラ ブ
昭和52年設立。 顧問 は桜川信男先生。 加入学
生数29 名 。 定期 演奏会 (第 16 回、 ラ ポ ー ル 小
杉) 、 北 陸 学 生 マ ン ド リ ン 合 同 演 奏 会 (第22
回、 富 山市公会堂) 、 夏期合宿 (志賀高原) を
f子 っ て い る 。
⑥ ク ラ シ ッ ク ギ タ ー部
昭和53年設立。 顧問 は小泉富美朝先生。 加入
学生数 は 2 1名。 定期演奏会、 北陸 3 県合同演奏
会、 第 24 回 プ レ ク ト ラ ム 音楽祭 に 参加 し て い
る 。
⑦ 軽音楽部
昭和52年設立。 顧 問 は 諸橋正昭先生。 加入学
生 数 35 名 。 定 期 演 奏 会 (第 12 回) 、 新 歓 コ ン
サ ー ト 、 鯉の ぽ り コ ン サ ー ト に 参加。 合宿 (北
志賀) に よ っ て 技 を磨い て い る 。
⑧ 混声合唱団
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昭和52年設立。 顧問 は伊藤祐輔先生。 加入学
生数36名。 定期演奏会 、 他大学 と の合同演奏会
を 行 っ て い る 。 サ ← ク ル 誌 “唱" を 刊行 し て い
る 。
⑨ 茶道部
昭和57年設立。 顧問 は 木村正康先生。 部員数
26名。 勉強会 、 練習 、 大学祭 で の 発表会 な ど で
活躍 し て い る 。
⑩ 三 曲 会
昭和58年設立。 顧問 は小林正先生。 会員数30
名。 日 本古来の楽器で あ る 琴 、 尺八 、 三絃 を 演
奏す る サ ー ク /レ。 芸交祭 、 ゆ か た 会 、 病院 コ ン
サ ー ト (協立病院) に 参加。
⑪ 写真部
昭和51年設立。 顧問 は 辻陽雄先生。 部員数1 2
名。 写 真 展 (年 2 回) や 撮影会 を 開 催 し て い
る 。
⑫ 富 山 リ ー ガ ル ・ ク ラ ブ
昭和63年設立。 顧問 は 阿原稔先生。 部員数 9
名 。 法律学 を 勉強 す る サ ー ク ル で 、 医事法制や
法医学 の み な ら ず 、 一般 の 法 令を研究 す る 。
⑬ 桔鞭会
昭和49年設立。 顧問 は難波恒雄先生。 会員数
126名。 永 い 歴史を 持 つ サ ー ク ル。 植 物 採 集
( 5 月 、 6 月 、 7 月 ) 、 植物栽培 、 文 献輪読、 夏
合宿 を 行 っ て い る 。 2 0周 年記念式典ノ f ー テ ィ を
実施。 会 誌 “結鞭" を刊行 し て い る 。
⑭ 書道部
昭和59年設立。 顧問 は鏡森定信先生。 部員数
4 名 。 看板書 き ( 1 2 月 ) 、 卒業生 に 送 る 色紙 書
き ( 3 月 ) な ど を 行 っ て い る 。
⑮ 美術部
昭和51年設立。 顧問 は大谷修先生。 部員数18
名。 作品 の制作お よ び鑑賞 を 行 う 。 交歓芸術祭
や 院 内 展 を 開催 し て い る 。
⑮ ウ イン ド ア ン サ ン プル
平成 2 年設立。 顧問 は佐藤根敏彦先生。 部員
数15名。 管弦楽団 と 異 な り 、 楽器構成 は ほ と ん
ど 管 楽 器 で あ る 。 附 属 病 院 ロ ビ ー で病 院 コ ン
サ ー ト ( 3 月 ) を 開催 し て 患者 の 皆 さ ん に 好評
を 得て い る 。
⑫ ア マ チ ュ ア 無線 ク ラ ブ
平成元年設立。 顧問 は 北 川 泰司 先生。 ク ラ ブ
員 数12名。 ア マ チ ュ ア 無線の健全 な 発展 、 会員
相 互の 友 好の増進 、 無線科学 の 向上 を 目 的 と し
て い る 。 ] ARL 総会 に 参加 、 各種 コ ン ク ー ル
に 出場。 ALL] A コ ン テ ス ト で は 北陸地区 1 位
で あ っ た 。
2 ) 体育系サー ク ル活動
各 サ ー ク ル と も 顧問教 官がサ ー ク ル活動 の活
性化 に 努 め て い る 。 学生 自 治会体育会 で は 、 機
関 誌 「 天放」 を 毎 年 1 回刊行 し て い る 。 体育系
サ ー ク ルが参加す る 主 な 大会 は 、 北陸地 区国立
大学総合体育大会 (北 国 大会) 、 西日 本 医科学
生総合体育大会 ( 西医体) お よ び関 西薬学生競
技大会 ( 関薬) で あ る 。 北 国大会 は 、 北陸地区
の 国立大学 (金沢大 、 富 山 大 、 福井大 、 福井医
科大 、 高 岡 短期大 、 富 山 医薬大) 相 互の 友 好を
ク ラ ブ活動 を 通 し て 深 め る こ と を 目 的 と し て い
る 。 西医体 は 関 西東 ブ ロ ッ ク に 属す る 44 の 医学
部 ・ 医 科 大 の 体育 系 の サ ー ク ル が 一 堂に 会 し
て 、 日 頃鍛 え た 技 を 2 0競技で競い 合 う 大会であ
る 。 参加総人数 は 1 万5， 000人 に 達 す る 。 本学
は こ の 大 会 で 総 合 準優 勝 (45 回 大 会) 、 4 位
(42 回大会) 、 6 位 (43回大会) の 成績 を 挙 げて
い る 。 関薬 は 関 西の薬学生だ け の 大会で 、 8 競
技が行わ れて い る 。 以 下に 各サ ー ク ル の こ の 1 0
年間 の 活動状況 と 平成 6 年度 の 現況 を 記す 。
① 空手道部
昭和52年設立。 顧問 は佐々 木博先生。 部員 数
22名。 過去 に 輝 か し い戦績 を 残 し て い る 。 北 国
大会 : 団体優勝 (4 0回 大会) 、 西医体 : ベス ト
8 ( 4 1 回 、 42 回、 43 回大会)
② 弓 道部
昭和51年設立。 顧問 は 武 田龍司 先生。 部員 数
53名。 北 国大会 : 団体女子準優勝 (42回 、 46 回
大会) 、 3 位 (4 0回大会) 、 西医体 : 団体男子優
勝 (45回大会) 、 3 位 (46回大会) 、 団体女子 3
位 (44回大会) 、 6 位 (38回 、 43 回大会) 。
③ 剣道部
昭和51年設立。 顧問 は 二谷立 介先生。 部員 数
3 3 名 。 北 国 大 会 : 男子 団 体 準 優 勝 (43 回 大
会) 、 3 位 (4 0回 、 44 回) 、 女子 団体 3 位 (38回
�41 回 大会 、 4 3 回 大会) 。 西医体 : 女子 団体準
優勝 (41 回 大 会) 、 男 子 団 体準 優 勝 (37 回 大
会) 、 女子個人優勝 (38回大会) 。
④ ソ フ ト テ ニ ス
昭和51年設立。 顧問 は平賀紘一先生。 部員数
5 1 名 。 北 国 大 会 : 男 子 団 体 準 優 勝 (44 回 大
会) 、 女子団体準優勝 (42回大会) 、 男子個人戦
優勝 (45 回 大会) 、 西医体 : 女子団体優勝 (45
回大会) 、 準優勝 ( 44 回 大 会) 、 女 子 個 人優勝
(46回大会) 。 関薬 : 男子団体準優勝 (平成 4 年
度) 、 個人優勝 (平成 5 年度) 。
⑤ 硬式庭球部
昭和51年設立。 顧問 は滝沢久夫先生。 部員数
43 名。 北 国 大 会 : 男 子 団 体 準 優 勝 (37 回 大
会) 、 女子団体準優勝 (41 回大会) 、 西医体 に 参
加。
⑥ サ ッ カ 一部
昭和51年設立。 顧問 は落合宏先生。 部員 数35
名。 北 国大会 : 優勝 (44 回大会) 、 準優勝 (41
回、 45回大会) 、 西医体 に 参加。
⑦ 水泳部
昭和51年設立。 顧問 は小野武年先生。 部員 数
36名。 北 国大会 : 男女 と も 個人種 目 別 で数多 く
優勝。 西医体 : 男子総合優勝 (43 回大会) 、 準
優勝 (44 回、 45回大会) 、 そ の 他個人種 目 別 で
優勝 (41回、 42 回大会) 。
⑧ 競技 ス キ ー部
昭和51年設立。 顧問 は藤巻雅夫先生。 部員数
45名。 西医体 : 男子総合準優勝 (40 回、 42回、
43 回、 45 回、 46 回) 、 女子総合準優勝 (38 回、
40 回、 43 回、 44 回 大 会) 、 女 子 総 合優 勝 (45
回、 46回大会) 。
⑨ 山岳部
昭和51年設立。 顧問 は小野寺孝一先生。 部員
数 22 名。 春、 新 歓 合 宿 (立 山 ) 、 夏、 夏 山 縦
走、 秋、 も み じ狩 り 、 冬、 冬山登山。 夏期 の双
六小屋診療所開設 を サ ポ ー ト 、 昭和59年部員 が
国体へ 出場。
⑩ 準硬式野球部
昭和51年設立。 顧問 は 川 崎匡先生。 部員 数40
名。 北 国 大 会 : 優 勝 (38 回、 39 回、 42 回 大
会) 、 西医体 : 3 回戦進出 (39回大会) 、 ベ ス ト
16 (45 回 大会) 、 関薬 3 位 (平成 4 年、 6 年
の 大会) 。
⑪ 柔道部
第 2 節 課 外 活 動 225 
昭和53年設立。 顧問 は三崎拓郎先生。 部員数
26名。 北 国大会 : 団体準優勝 (42 回 大会) 、 3
位 (37回大会) 、 西 医体 : 団体準優勝 (38 回大
会) 、 ベ ス ト 8 (41 回大会) 、 決勝 ト ー ナ メ ン ト
進出 (39 回大会) 。
⑫ 体操 ・ 新体操部
昭和51 年設立。 昭和60 年 に 新体操 が加わ っ
た 。 顧問 は小泉富美朝先生。 部員数20名。 北 国
大会 : 男 子 団体準優勝 (38 回、 39 回、 44 回 大
会) 、 西医体 に 参加。
⑬ 卓球部
昭和51年設立。 顧問 は清水写夫先生。 部員数
45名。 北 国大会 : 女子団体 3 位 (40回、 46回大
会) 、 男子 シ ン グ ル ス 準優勝 (46回大会) 、 西医
体 : 男 子 団 体 準 優 勝 (44 回 大 会) 、 4 位 (43
回、 46 回大会) 、 女子団体決勝 ト ー ナ メ ン ト 進
出 (39 回、 40 回 大会) 、 関薬 : 男子団体準優勝
(昭和63年、 平成 3 年、 5 年) 、 女子団体準優勝
(昭和 63 年、 平成 2 年) 、 男 子 シ ン グ ノレ ス 優勝
(平成 2 年) 。
⑭ 男子パ ス ケ ッ ト ボ ー ル部
昭和51 年設立、 顧 問 は 諸橋先生、 部 員 数33
名。 北 国 大 会 : 3 位 (37 回 � 42 回、 46 回 大
会) 、 西医体 : 決勝 ト ー ナ メ ン ト 進 出 (38 回~
41 回大会) 、 関薬 : 3 位 (昭和61年) 。
⑮ 女子バ ス ケ ッ ト ボ ー ル部
昭和51年設立。 顧問 は諸橋正昭先生。 部員数
21名。 北 国大会 : 準優勝 (46回大会) 、 3 位 (37
回�44 回大会) 、 西医体 : 優勝 (41 回、 43 回、
46回大会) 、 3 位 (45 回大会) 、 関薬 : 3 位 (昭
和62年) 。
⑮ バ ド ミ ン ト ン部
昭和51年設立。 顧問 は倉知正佳先生、 部員数
72名。 北 国大会 : 女子団体準優勝 (43 回、 44回
大会) 、 3 位 (42 回大会) 、 男子団体 3 位 (42回
大会) 、 西医体 : 男子団体優勝 (42 回大会) 、 準
優勝 (43回大会) 、 ベ ス ト 16 (41 回大会) 、 女子
団体ベ ス ト 16 (45 回大会) 、 全薬大会 : 男 子 団
体優勝 ( 平 成 3 年) 、 女 子 団 体優勝 (平成 3
年) 、 準優勝 (平成 2 年) 。
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⑪ 男子バ レー ボ ー ル部
昭和51年設立。 顧問 は 白 木公康先生。 部員数
34名。 北 国大会 : 3 位 (37 回 �4 0回 、 42 回 �44
回大会) 、 西医体 : 決勝 ト ← ナ メ ン ト 進 出 (37
回 、 38回 、 4 0回大会) 、 全薬大会 3 位 (昭和
63年) 。
⑮ 女子バ レー ボ ー ル部
昭和52年設立。 顧問 は 井上博先生。 部員数26
名。 北 国 大 会 3 位 (41 回 、 44 回 、 45 回 大
会) 、 西医体 4 位 (44 回 �46回大会) 、 関薬 :
6 位 (平成 6 年) 。
⑮ ハ ン ド ボ ー ル部
昭和51年設立。 顧問 は滝沢久夫先生。 部員数
31名。 西医体 3 位 (37 回 大 会) 、 北 国大会 に
参加。
⑩ ヨ ッ ト 部
昭和53年設立。 顧問 は大島博先生。 部員数27
名。 北 国 大 会 : 総 合 準 優 勝 (41 回 、 46 回 大
会) 、 3 位 (39 凹 、 4 0 回 、 4 2 回 大 会) 、 西医
体 : 総 合 1 3 位 (46 回 大 会) 、 19 位 (37 回 、 4 0
回 、 4 1 回 大 会) 。 平 成 5 年 葛 西部 員 が 国 体 出
場。
⑫ ラ グ ビ ー フ ッ ト ボ ー ル部
昭和51年設立。 顧問 は 高久晃先生。 部員 数25
名 。 北 国大会 : 準優勝 ( 4 1 回 大 会) 、 3 位 (39
回 、 4 0回 、 42 回大会) 、 西医体 : ベス ト 16 (41 
回大会) 。
⑫ 陸 上競技部
昭和51年設立。 顧問 は藤巻雅夫先生。 部員数
35名。 北国大会 : 男子総合 3 位 (41 回 、 42回大
会) 、 女子総合 3 位 (41 回 �44回大会) 、 個人種
目 優勝 (43 回 、 45回大会) 、 西 医体 : 男子総合
準優勝 (38回 、 4 0回 、 4 2 回 大 会) 、 3 位 (43 回
大会) 、 4 位 (41 回 大 会) 、 8 位 (37 回 大会) 、
女子総合準優勝 (43 回 大会) 、 関薬 : 男子総合
優勝 (平成 3 年 、 5 年) 、 3 位 (昭和62 年 ~平
成 2 年 、 平成 4 年) 。
⑮ 合気道部 ( 富 山 医科薬科大学養神館合気
道部)
昭和6 0年設立。 顧問 は 高屋憲一先生。 部員数
32名。 西医体 : オ ー プ ン 参加 (41 回大会) 、 団
体の部敢闘賞 (43回大会) 、 個人の部優秀賞 (43
回大会) 。
⑫ ウ イン ド サ ー フ ィ ン部
昭和61年設立。 顧問 は 古 田 勲先生。 部員数22
名 。 週2 回練習 、 学連 レー ス や一般 レー ス 参加
に 向 け て 頑張 っ て い る 。
⑮ 応援団
昭和63年設立。 顧問 は 古 田 勲先生。 部員 数 8
名。 入学式 、 卒業式 、 大学祭 、 運動会 に お い て
演武会 を行 っ て お り 、 高 い評価 を 受 け て い る 。
⑮ 女子軟式野球部
昭和6 0年設立。 顧問 は 武 田龍司 先生。 部員数
32名。 第 2 回 お よ び第 3 回全国大学女子軟式野
球大会で準優勝 ( 昭和63年お よ び平成元年) 。
春季 ・ 秋季北陸大会 に も 参加。
⑫ 軟式野球同 好会
平成 2 年設立。 顧問 は 大谷修先生。 部員数15
名 。 地元 の 野球 チ ー ム と 試合 を し 、 野球技術の
向上 を 図 っ て い る 。
⑮ ス キ ー ・ ス ノー ボ ー ト > チ ー ム ウ ェ イ
ブ <
平成 6 年設立。 顧問 は大谷修先生。 部員 数5 0
名 。 冬期 ス キ ー 、 ス ノー ボ ー ト 訓 練 、 春 期 合
宿。
3 ) サー ク ル リ ー ダー研修会
サ ー ク ノレ活動 は 学生の 自 主牲 に 委ね ら れて お
り 、 そ の た め 、 サ ー ク ル の組織 と 運営 に お い て
民 主 的 な ル ー ル が確立 し て い な い 。 ま た 、 各
サ ー ク ル に お い て は 、 部員 相 互の人間関係 は 緊
密 で あ り 、 組織 に 対す る 帰属感 も 強 い が 、 反面
セ ク ト 化 傾向 も 強 い 。 こ の よ う な 点 を 補 う た め
に は 、 サ ー ク ル各 リ ー ダー に リ ー ダー と し て の
資 質 の 向 上 と リ ー 夕、 ー シ ッ プ の 向 上 が望 ま れ
る 。 学生課が世話役 と な っ て 毎年 8 月 に 文化系
と 体育系 の 各サ ー ク ル の リ ー ダー を 集 め て 、 こ
の た め の研修 を 行 っ て い る 。 学 内外の講師 に よ
る 講演会 と 体育系 と 文化系 そ れ ぞ れで個別討論
会 を も っ て い る 。
4 ) 春季 ・ 秋季ス ポ ー ツ 大会及び大運動会
い ず れ も 体育会事業 局が企画 ・ 運営 し て い
る 。 全学生 と 職員 の 自 由 参加 に よ る お 祭 り 的 な
も の で あ る 。 春季 ・ 秋季 ス ポー ツ 大会 は 医学部
医学科 と 薬学部薬科学科の各学年 a チ ー ム と b
チ ー ム 及びサ ー ク ル ご と の チ ー ム に よ っ て競わ
れ る 。 競技種 目 は 、 ソ フ ト ボ ー ル、 バ レ ー ボ ー
ル、 テ ニ ス 、 卓 球、 バ ス ケ ッ ト ボ ー ル、 リ
レ ー 、 綱引 き な ど多 岐 に わ た っ て い る 。 大運動
会 は 、 学生 と 職員 が参加す る 運動会で あ る 。 職
員 の部 で は 、 外科 2 が強力 チ ー ム で あ る が、 近
年、 薬剤部、 眼 科 ・ 耳 鼻科、 整 形 ・ リ ハ ビ リ
チ ー ム な ど も 外科 2 チ ー ム を脅 か し て い る 。
5 ) 医 薬 大 祭
毎 年 10 月 末 の 金 ・ 土 ・ 日 の 3 日 間行 っ て お
り 、 平成 6 年度 で18 回 を 数 え る 。 日 常性か ら の
解放 を 謡 っ て い る 。 そ の 内 容 は 、 医薬展、 ス
ポー ツ 大会、 応援団演武、 軽音 ラ イ ブ、 医薬大
名 人 戦 ( 囲 碁、 将 棋) 、 大 学 祭 記念 学 術 講 演
会、 医薬大 オ ー プ ン (硬式 テ ニ ス ) 、 デ ィ ス コ
ノ f ー テ ィ 、 後夜祭 ( フ ァ イ ア ー ス ト ー ム ) な ど
で あ る 。 ま た 、 各 サ ー ク ル が 屋 外 出 庖 (模擬
庖) し て い る 。 学術講演会 は 医学部 ・ 附属病院
助講会主催で、 最近 3 年間の講演者 と 演題 を あ
げ る と 、 日 野原重明先生 「 日 本 の 医療の軌道修
正 の 提日昌」、 石川 信義先生 「 自 由 こ そ 治療 だ !
一患者 を つ く る 医療 か ら の 脱却←」 、 杉 田秀夫
先生「分子生物学 と 神経学」 で あ る 。
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婦 ( 士) ・ 養護教諭 と し て 専門的立場で活躍す
る こ と が期待 さ れ て い る 。 ま た 、 設置 を 計画 し
て い る 大学院修士課程 に 進学 し て 臨床看護学 な
ど の研究 に 携 わ る と と も に 、 大学での教員 に な
る 道 も あ る 。
平成 9 年 3 月 に は第一期 の 卒業生 を送 り 出 す
こ と に な り 、 現在看護学科教 官に よ り 、 適 切な
進路指導が行わ れ て い る 。
2 ) 薬 学 部
ア . 本学部 の 歴史は 、 地元の伝統産業 (富 山 の
く す り ) の振興の た め に 明治26年 に 設立 さ れた
共立富 山 薬学校 に 始 ま り 、 市立 富 山 薬学校 (明
治30年) 、 県立薬学専門学校 ( 明治43年) 、 官立
富 山薬学専門学校 (大正 9 年) 、 富 山 大学薬学
部 (昭和24年) へ と 、 組織 ・ 学制 の 改革 に 伴 っ
て 名称の 変更 を 重ね、 昭和5 0年 に は和漢薬研究
所 と と も に 富 山 医科薬科大学 の創設 に 参加 し 、
昭 和 5 1 年 に 第 1 期 生 を 迎 え て 今 日 に至っ て い
る 。
そ の 問、 第 1 回卒 (大正 2 年) か ら 第82 回卒
(平成 7 年) ま で の 卒業生 は 約九 1 00名 に 達 し 、
全国各地 は も と よ り 海 外 ま で に 及ぶ活躍ぶ り は
伝統的 に 高 い評価 を 受 け て い る 。
富 山 医科薬科大学の卒業生 と し て は 、 昭和55
年 3 月 卒業 の 第 1 回生か ら 平成 7 年 3 月 卒業の
医学部卒業者 の本学へ の残留率
卒業生 の 動 向
1 ) 医 学 部
昭 和 57年 3 月 に 第 1 回 生 75 名 が卒 業 し て 以
来、 平成 7 年 3 月 卒業の第14回生 ま で、 計1， 348 
名 ( う ち 女子23 0名 ) が卒業 し た 。
第 1 回生 を 始 め 卒業生 は 、 い ま や 医学部 お よ
び附属病院 に お け る 研究 ・ 診療 の 中堅 と な っ て
お り 、 本学 (母校) の 発展 に 寄与 し て い る 。
卒業生 の 進路状況及 び本学 へ の 残留率 を 図 に
し て み た 。
進路状況 は 、 研修医82% 、 大学院進学 9 % 、
助手 3 % 、 他 6 % と な っ て い る 。
昭和6 0年度 か ら 平成 6 年度 ま で の 卒業生の う
ち 、 大学院進学 を 含 め て 、 本学 での研修 を 行 う
た め 残 る 学生 は 、 4 0�5 0% と 低迷 し 、 本学医学
部及び附属病院 の将来の発展 を 考 え る と 残念 な
こ と で あ る 。 こ れ は 他の新設医科大学 も 同様で
こ の事が問題 と な っ て い る 。 な お 、 本学 出 身者
で他大学、 あ る い は他県の病院へ行 く も の は 、
ほ と ん ど が郷里 に 戻 る 、 い わ ゆ る U タ ー ン で あ
第 3 節






ハ可U4 1 「 J
56 57  58 59  60 6 1  62 63 jじ 2 :l 
卒 業 年 度




，，7) ー ハ13"1 J V 
I R凡T











こ の た め 、 医学部 てや は卒業生 の母校へ の 定 着
率 を 高 め る た め 、 卒後教育検討委員会 を 設 け 、
6 年生 を対象 と し た 卒後教育ガ イダ ン ス を 年 2
回行 う と と も に 、 ア ン ケ ー ト 調査 を 実施 し 、 そ
の結果 を も と に 鋭意検討 を 重 ね て い る 。
ま た 、 附属病院で は 卒後臨床研修、 と り わ け
そ の 最 も 基本 と な る 初期研修 の効果が高 め ら れ
る よ う 、 平成 6 年度 か ら 臨床研修委員会が中心
と な り 卒後研修 プ ロ グ ラ ム ( ，卒後研修 の 手 引
き (平成 6 年度) J ) を 作成 し 、 卒業生 に よ り 魅
力 あ る 修練の場 を提 供す る と と も に 、 時代 に 即
し た 医 師養成 を 目 指 し て い る 。
本学 は 、 平成 5 年度 に は新設医科大学 と し て
は最初 に 医学部 に 四年制看護学科が創設 さ れ、
医療 に 関 し て は 医 師の 良 き パ ー ト ナ ー で あ る 指
導 的 な看護婦 (士) の 養成 を も 目 指 し た 医療 に
関す る 総合 的 な教育の場 と な っ た 。
4 年間 に 看護の 学問 的知識 ・ 技術 ・ 態度 を 身
に つ け 、 卒業後 は 看護婦 (士) 、 あ る い は 保健
医 学 部 卒 業 者 の 進 路 状 況
区 分 おは空 昭和 昭和 昭和 昭和 昭和 昭和56 57 58 59 60 61 
県 内 出 身 5 6 2 2 3 1 
助 手 県 外 出 身 1 4 4 7 。 。
計 6 10 6 9 3 1 
本 県 内 出 身 7 14 14 3 10 14 研修医 県 外 出 身 24 17 15 33 24 21 
計 31 31 29 36 34 35 
県 内 出 身 9 3 4 6 3 3 
大学院 県 外 出 身 9 7 7 3 6 1 
計 18 10 11 9 9 4 
県 内 出 身 。 1 。 。 。 。
山ヲ， 研究生 県 外 出 身 。 4 。 。 。 。計 。 5 。 。 。 。
県 内 出 身 21 24 20  11 16 18 
計 県 外 出 身 34 32 26 43 30 22 
言十 55 56 46 54 46 40 
県 内 出 身 1 5 。 1 。 2 
研修医 出身県の大学 5 20 22 23 24 28 そ の 他 6 10 9 11 15 9 
他 計 12 35 31 35 39 39 県 内 出 身 。 。 。 1 。 。
大学院 出身県の大学 2 1 。 1 7 。そ の f也 。 1 1 。 1 1 
大 計 2 2 1 2 8 1 県 内 出 身 。 。 。 。 1 。
研修生 出身県の大学 。 。 2 。 。 。そ の 他 1 。 。 。 。 。
兵寸三今a 計 1 。 2 。 1 。
県 内 出 身 1 5 。 2 1 2 
計 出身県の大学 7 21 24 24 31 28 そ の 他 7 11  10  11 16 10 
計 15 37 34 37 48 40 
県 内 出 身 。 1 2 。 l 。
県内の病院 県 外 出 身 1 。 2 1 1 。
計 1 1 4 1 2 。
県 内 出 身 1 1 1 1 1 2 
県外の病院 出身県の病院 2 5 5 1 1 7 そ の 他 1 。 2 4 2 3 
計 4 6 8 6 4 12 
県 内 出 身 。 。 。 1 。 。
厚 生 省 県 外 出 身 。 1 。 。 。 。
計 。 1 。 1 。 。
県 内 出 身 。 。 。 l 。 。
そ の 他 県 外 出 身 。 1 。 2 。 1 
計 。 1 。 3 。 1 
県 内 出 身 23 31 23 16 19 22 
l日L 計 県 外 出 身 52 71 69 86 81 71 
計 75 102 92 102 100 93 




7 21  27 
21  20  15 
28 41 42 
。 2 4 
2 2 4 




9 23 31 
26 23 19 
35 46 50 
。 3 5 
35 30 21 
。 13 11 
35 46 37 
。 。 2 
。 。 1 
。 1 1 





。 3 7 
35 30 22 
。 14 12 





2 4 4 
3 2 3 





1 10 1 
1 13 1 
9 29 38 
68 84 61 
77 113 99 
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平成 平成 平成 平成 平成 計2 3 4 5 6 
。 。 1 。 。 22 
1 1 1 。 。 23 
1 1 2 。 。 45 
18 21  28  17 12 213 
26 16 13 25 20 290 
44 37 41  42 32 503 
3 3 。 1 1 42 
1 1 3 2 4 52 
4 4 3 3 5 94 
。 。 。 。 。 1 
。 。 。 。 2 6 
。 。 。 。 2 7 
21 24 29 18 13 278 
28 18 17 27 26 371 
49 42 46 45 39 649 
5 5 1 3 2 33 
21 17 34 26 24 330 
5 7 13 13 12 134 
31 29 48 42 38 497 
。 1 。 。 。 4 
。 Q 1 。 。 13 
。 。 。 2 。 8 
。 1 1 2 。 25 
。 。 1 。 。 2 
。 。 。 。 。 2 
。 。 。 。 。 1 
。 。 1 。 。 5 
5 6 2 3 2 39 
21 17 35 26 24 345 
5 7 13 15 12 143 
31 30 50 44 38 527 
2 1 1 。 。 8 
1 l 。 。 。 9 
3 2 1 。 。 17 
。 。 。 2 1 10 
1 3 4 4 3 46 
3 1 1 4 2 31 
4 4 5 10 6 87 
1 。 。 。 。 2 
。 。 。 Q 。 1 
1 。 。 。 。 3 
1 3 1 1 1 11  
10  6 9 7 6 54 
11 9 10 8 7 65 
30 34 33 24 17 348 
69 53 79 83 73 1000 
99 87 112 107 90 1348 




区 分 卒業年度 薬 事
zJ5三:... �!， 
宇土 業g 院
日召平口54 (62) ( 138) 59年度 74 178 
昭和60年度 (12) (24)  12  33 
昭和61年度 (4) ( 14 )  5 24 
昭和62年度 (1 1 ) (23) 14  40 
昭和63年度 (13) (2 1 ) 17  26 
平成元年度 (13)  (31 ) 
薬 学 部 15 38 平成 2 年度 (12) ( 26) 12  35 
平成 3 年度 (13) (232) 9 13 
平成 4 年度 (29) ( 18) 33 24 
平成 5 年度 (18) ( 15) 22 21  
平成 6 年度 (21 ) (5 )  25 11 
計 ( 208) (334859 ) 242 昭和5549~年度 (6) ( 12) 13 93 
昭和60年度 (3)  19 
昭和61年度 1 17 
昭和62年度 21 
昭和63年度 (42)  
平成元年度 (1 ) 
前期課程 18 平成 2 年度 (3)  1 26 
平成 3 年度 (1 )  大 21  
平成 4 年度 (2) 
学 18 平成 5 年度 (2) (6) 3 26 
院 平成 6 年度 ( 1) 4 (4 ) 2 1  
薬 (9 )  (36 )  22 302 
ヲ円L 昭和5559~年度 2 




科 昭和63年度 1 
平成元年度 1 
後期課程 平成 2 年度 3 
平成 3 年度 2 
平成 4 年度 l 
平成 5 年度 (1 ) 3 
平成 6 年度 1 





(3) (23) ( 19) 3 29 37 ( 1 ) ( 1 ) 3 2 1 (2) (3 )  (6 )  2 5 10  
2 ( 1 ) (6 )  2 7 (2) (5 )  (2 ) 2 5 3 (3) ( 1 ) (4 ) 5 3 7 ( 10 )  1 1 1  (3 )  (5) 6 6 
1 (4) (日)6 7 (6) (4 ) 1 1  7 (5) (3 )  7 6 ( 1 1 ) (52) (64) 1 7  76  104 ( 1 ) 1 (9 )  6 1 7  
3 ( 1 ) 3 
1 ( 1 ) 1 ( 1 ) 1 2 ( 1 )  2 I 
4 
( 1 )  3 





( 1 ) 1 ( 1 ) 5 





の 計 進 研7ぜ'G
他 子主ム令 生 他 計
( 19) ( 264) (35) ( 14) (9 ) (3221 21  342 165 31  12 550 (2) (40) (2 ) ( 1 ) (4 ) ( 47!l 3 54 31 5 4 94 ( 2) ( 31 )  (6 ) (3) (6 ) (469) 1 2 48 3 1  3 9 ( 1 ) (42) (3 )  ( 1 ) 1 (46) 1 66 28 1 96 (3)  (46) (33) 1 ( 2) (51) 3 56 2 89 (2) (54) (2) 8 1 (56) 4 72 26 107 (3) (51 ) (3) ( 1 ) (55) 4 63 24 2 4 93 (2) (46) (9 )  ( 1 ) 2 (56) 2 56 33 1 92 ( 2) (58) (5) 3 1 (63) 2 73 29 106 (43) (8) (3) 5 ( 1 ) (55) 61  26 3 95 (34) (15) ( 2) 2 (51 )  49  38 4 93 (36) (709) ( 91 )  (28) (20) (848) 42 940 462 65 39 1 . 506 (2) (30) (3 )  (3) ( 2) ( 31 8) 4 134 25 4 2 65 (4 )  7 ( 1 ) (5) 25 1 33 ( 1 ) ( 2) 7 1 (2) 1 21  29 
1 ( 1 ) (2 ) ( 1 ) (43) 7 25 1 1  1 
1 (5) (2) ( 1 ) (8) 26 6 4 36 
1 ( 1 ) (2 ) ( 1 ) 1 (428 ) 24 3 (3)  ( 1 ) ( 1 ) 2 (5) 27 6 1 36 (2 ) (2 ) (4)  24 3 27 
1 ( 323 ) 7 (3) 30 ( 1 ) ( 10) (3) ( 1 ) ( 14)  1 31 6 2 39 (6)  3 (6 ) 28 31  (4) (67) ( 15 )  (5 )  (6 )  (93) 10 388 84 8 1 1  491 ( 1 ) ( 1 ) 1 1 ( 1 ) 7 9 1 1  
2 4 ( 1 )  ( 1 ) 2 6 
2 3 1 4 
4 7 2 1 10 
(4 )  (4 ) 1 1 (4 ) 5 6 8 
1 3 3 
(2) ( 2) ( 1 ) (3) 3 6 5 1 1  
4 6 6 
(3)  (3 )  (3 )  3 4 4 
5 ( 1 ) ( 1 ) 9 9 (2) (3) (3 )  5 7 7 ( 124) 1 ( 14) 5 (2 ) ( 1 6) 64 10 79 
0就職地




富空山を f也 海県 中
内 音日 道 北
昭和559
4~年度
( 137) ( 19) (34) ( 1) (4) 157 26 46 1 9 
昭和60年度 ( 19)  (4) (6) 20 4 8 1 
昭和61年度 (14) (2) (5) ( 1) (2) 18 2 6 2 3 
昭和62年度 (22) (5) (5) ( 1 ) 29 5 6 1 
昭和63年度 ( 18) (5) (5) ( 1 ) 21  6 5 1 1 
平成元年度 (23) (6) (9)  ( 1 ) 
薬 学 部 24 7 12  1 平成 2 年度 ( 16) (6) (9)  16 7 12  
平成 3 年度 (9) (7) (6) ( 1 ) 12  7 7 2 
平成 4 年度 (14)  (8) ( 10) ( 1 ) ( 1 ) 18 8 13 l 1 
平成 5 年度 (20) (5) ( 1 1) 24 5 1 1  1 1 
平成 6 年度 (9) (9) (4) ( 1 ) (2 ) 13 10 8 1 3 
計 (301) (76) ( 104) (5) ( 12) 352 87 134 8 22 昭和55
4
9~年度
(17)  ( 1 ) (3) 41  5 10 1 1 
昭和60年度 (2) 7 1 
昭和61年度 ( 1 ) 6 1 2 
昭和62年度 6 1 1 
昭和63年度 ( 1 ) 5 1 1 1 
平成元年度 ( 1 ) 
前期課程 4 平成 2 年度 ( 1 ) 3 1 
平成 3 年度 ( 1 ) 大 3 
平成 4 年度 (2) 戸寸主三今a 3 3 
平成 5 年度 (4) ( 1 ) 6 3 
院 平成 6 年度 ( 1) ( 1 )  (2) 7 2 6 1 1 












平成 2 年度 ( 1 ) 2 1 
平成 3 年度 1 
平成 4 年度 (3) 3 
平成 5 年度 ( 1 ) 3 
平成 6 年度 ( 1 ) 1 1 
計 (7) 16  2 
関 関
東 西
(34) (27) 52 43 
(7)  (4) 
15 6 








( 12) (5) 
16 9 
( 16) (7)  20 8 
(9) (9) 





( 116) (66) 
190 110 
(7) ( 1 ) 
43 31  
( 1 ) ( 1 ) 1 1  3 
( 1 ) 10 1 




17  3 




1 1  6 
(4) 
13 8 
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中 四 九 外 l仁L主
国 国 外| 国 計
(4)  (4) (264) 
4 4 342 
(40
5) 4 
( 1 ) (3
4
1 ) 8 l 1 






( 1 ) (46) 1 1 56 
( 1 ) ( 1 ) (54) 1 1 72 
( 1 ) (2) (51) 1 2 63 
(46) 
56 
( 1 ) (2) (3) (587
) 
3 3 3 3 
( 1 ) (2) (43) 1 1 3 61  
( 1 ) (3) (34) 1 3 49 
( 7) ( 10) ( 12) (709) 11 12 13 1 1  940 





















(2 ) 1 24 
(3) 
23 
( 1 ) ( 10) 1 31  
(6 )  
28  
( 1 ) ( 1 ) (67) 8 2 1 388 














(2) (3)  
5 7 
(7)  (14)  
5 27 64 
Z32 第 5 章 学生生活 と 課外活動
第 1 6 回 生 ま で 1， 5 06名 に 達 し 、 そ の う ち 女子 は
848名 を 数 え る 。
薬学部卒業生の 進路状況 は 、 昭和6 0年度 か ら
平成 6 年度 ま で の 進路先の 変化 を み る と 、 大学
院進学者が33% か ら 41 % と 増 え 、 特 に 女子が 4
% か ら 29% に 大 き く 増 え て い る 。
こ れ は 、 大手製薬 メ ー カ ー の 研究職 に は大卒
で は な か な か 就職 で き な い た め で は な か ろ う
か。
ま た 、 就職先 を み る と 昭和 6 0年度 は 製薬会社
6 1 %  (就職者 中 の 割合) 、 病院22 % 、 公務員 6
% 、 卸 ・ 小売 2 % で あ っ た も の が 、 平成 6 年度
で は病院51 % 、 製薬会社22 % 、 卸 ・ 小売 14% 、
公務員 13% と な っ て い る 。
男女別 に み る と 、 男子 は 昭和 6 0年度 は 製薬会
社64% 、 公務員 2 1 % で あ っ た も の が 、 平成 6 年
度 で は 製薬会社4 0% 、 病院27% 、 公務員 2 0% 、
卸 ・ 小売13% と な っ て お り 、 女子 は 昭和60年度
は 製薬会社6 0% 、 病院30% で あ っ た も の が 、 平
成 6 年度 で は 病院62% 、 製薬会社15% 、 卸 ・ 小
売15% 、 公務員 9 % と な っ て い る 。
男女 と も に 製薬会社が減 り 、 病院 、 卸 ・ 小売
が圧倒的 に 増 え て い る 。 こ の た め 、 薬剤 師国家
試験の 意味が重要視 さ れ る こ と と な る 。
な お 、 病院の薬剤 師希望者 の ほ と ん ど が地元
志望 で あ る が 、 目 的が達成 で き ず に 、 地元 の 大
学病院 の薬剤部研修生 に な る 者 も 数人 い る 。
求人 の 方 は 、 円 高 に よ る 景気 の 低迷が続 い て
い る が 、 こ の 業界 は 景気 に は 影響 さ れ な い と 一
般的 に 言 わ れ 、 ま た 医薬分業が進み 、 薬 局か ら
の求人 件数 は 急増 し て い る 。
イ. 大学院
大学院前期 (修士) 課程 は 昭和55年 3 月 修了
か ら 平成 7 月 3 月 ま で合 わ せ て 49 1 名 ( う ち 女
93名) が修了 し 、 そ の う ち 留学生 は 32名 い る 。
薬学研究科の 進路状況 は 、 平成 4 年度 ま で は
製薬会社の研究職約6 0% 、 大学院進学約15% 、
公務 員 約1 0% で病 院 に 進 む 者 は ほ と ん ど い な
か っ た が 、 平成 5 年度以降 は 病院 に 進 む 者 が 1 0
%近 く に な っ て き て い る 。
大学院後期課程 は 昭和56年 3 月 修了 か ら 平成
7 年 3 月 ま で 合 わ せ て 79 名 ( 女 1 6 名 ) が 修 了
し 、 う ち 留学生が 半数 を 超え る 41名が修了 し て
い る 。
留学生の 中 に は 、 学位取得後母国 の大学助教
授や研究所の研究員 と し て 活躍 し て い る も の も
多 く 、 ま た 日 本国 内 の製薬会社の研究所 に も 数
名就職 し て い る 。
薬学部卒業生及 び大学院薬学研究科修了生の
進路状況 は別表の と お り で あ る 。
第 4 節 市民医薬学講座及び医薬大祭記念学術講演会 之沼
第4 節 市民 医薬学講座及 び医薬大祭記念学術講演会
昭和51 年 に 第 1 回 医薬大祭が行われた が、 回
を重ねて第 7 回 (昭和57年) か ら 医薬大祭の 一
環 と し て 「市民医薬学講座」 が始 ま っ た 。 こ の
講座 は 、 「 学 内 外 の 教授等 2 � 3 人 に よ る わ か
り や す い市民向 け の講演会」 と し て 毎 回市民か
ら 好評 を博 し て い る 。 ま た 、 学外の著名 な方々
を 招 い て 開催 さ れ る 「医薬大祭記念学術講演
会」 も 年々 充実 し て き て い る 。 以下 に 「市民医
薬学講座」 及び 「学術講演会」 の 内容 を 紹介す
る 。
第 1 回 荻 田善一 和漢薬研究所教授
辻 陽雄 医学部教授
第 2 回 熊谷 朗 病院長
佐々 学 学長





第 4 回 山本恵一 医学部教授
出来田満恵 副看護部長
片 山 喬 医学部教授
第 5 回 高久 晃 医学部教授

















第 8 回 加須屋賓 医学部教授
井上恭一 医学部助教授
「市民医薬学講座」
性決定機構 に つ い て
姿勢 と 腰痛ーそ の正 し い理解 と 明 日 への活躍 の た め に
肥満 と 健康




老化 は 防 げ る か
糖尿病 と そ の 治療
肺が ん診察 の第一線か ら の 報告
タ ー ミ ナ ル ・ ケ ア 一 一臨死者 の看 と り




ア レ ル ギ ー
薬食同源
痛 み ・ シ ビ レ の漢方治療
未来へ の 医学 一医学者へ の き っ か け と 経験 を通 し てー
タ バ コ の 害 タ バ コ は こ ん な に も 身体 を む し ばむ
和漢薬 に つ い て
精神の健康 と 病気
和漢診療 こ ぽれ話 一医療 と 医学の狭間で一
腰痛
気管支端息 と ア レ ル ギ ー
和漢薬 の故郷 を訪ね て
花粉症 に つ い て
動脈硬化性疾患の外科的治療
私の信条 と 科学
病気 で な い病気 不定愁訴症候群の 和漢薬治療一
環境汚染 ・ 破壊 と 健康問題












































高齢者 の健康 と 骨粗 し ょ う 症
虚弱体質 の和漢薬治療
過労死 に つ い て 何が問 わ れて い る か
腰痛 と 仲良 く 付 き 合 う 法
和漢薬 と 山野草
タ ー ミ ナ ル ケ ア ー 生 と 死 を 考 え る
若 さ を保つ漢方
賢 い母 と ワ ク チ ン接種
幸 せ を 自 ら 作 り 出 す こ っ 痛 み な く 、 自 由 に 活動 で き る
日 々 の た め に
高齢化社会 に 於 け る 医療
糖尿病 は なぜ恐 ろ し い か
脳卒 中 に つ い て
骨粗露症 は な ぜ恐 ろ し い か
魚、 と 健康
注) 職名及 び所属 は 、 講演 を 担 当 さ れた 時 の も の です 。
「学術講演会」
昭和60年度 三木 哲郎 (大阪大学医学部助手) �生命工学 の 医学薬学 に お よ ぽす イ ン パ ク ト 」
D N A 塩基配列 の 多型性 ( R F I P S ) を利用 し た 遺伝病 の 解析
昭和61年度 黒木登志夫 (東京大学医科学研究所癌細胞学研究部教授) �癌細胞誕生…社会 か ら 遺
伝子 ま で・ ・ ・ 』
昭和62年度 松原 謙一 (大阪大学細胞工学 セ ン タ ー長遺伝子構造機能調節部門教授)
「遺伝子工学 と 医学」 一分子生物学 の 医学への応用
昭和63年度 岡本 宏 (東北大学医学部医化学第一講座教授) �逆境か ら 匙 る 細胞」
平成元年度 丸 山 直滋 (新潟大学脳研究所教授) í認識の し く み」 視覚 ・ 聴覚中枢機序 よ り の 考
察一
平成 2 年度 清水 将之 (名古屋市立大学医学部精神科助教授) 青年の 自 立 と 大学生 の精神病理
平成 3 年度 中川 米造 (大阪大学名誉教授) 医師 ・ 患者関係 の人間科学
平成 4 年度 日 野原重明 (聖路加看護大学学長) í 日 本 の 医療 の 軌道修正の提唱」
平成 5 年度 石川 信義 (三枚橋病院理事長兼院長) 自 由 こ そ 治療 だ !
平成 6 年度 杉 田 秀夫 ( 国立精神 ・ 神経 セ ン タ ー総長) 分子生物 と 神経学
